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1．はじめに

米子市中心部から南西方面、伯書町との市境に近い位戯に八幡神

社が鎮座する。創立年代は遅くとも平安時代後期にまで遡る渡'）と

いわれ、長きに渡って当地で深い崇敬を集めてきた古社である。

当社は51枚もの膨大な数の棟札を伝え､中世から近代に及ぶ古文

書類も相当数に及び、中には棟札を書き写したものを含む。本稿で

は、それら『棟札資料」から寸法・形状、社名や工事内容の表記な

どを整理分析し、さらに「八社八幡宮」なる歴史的事象が中世伯番・

出雲に敷かれていたことを山陰両県の神社関係資料を援用して明ら

かにするものである。

本稿が対象とする八幡神社でも、鳥取県内の神社における特斑、

すなわち「平均して10数枚、多い例では100枚を超す」注2）という

多数の棟札を保有する希有な地域性をよく伝えるが、これら膨大に

残存する棟札を体系的に整理分析するには未だ及んでいない。棟札

の形態や内容について微細に至る検証分街をなした研究報告も九州

北部の棟札を対象に分析をなした佐藤正彦博士の一連の盆考注3)、

国立歴史民俗博物館が実施した国宝・国指定重要文化財等の棟札調

査報告書を基に検証分析を行った水藤真博士の著作注41、そして山

梨県内の棟札をもって糖細に検証分析をなした秋山敬氏の著作注5）

が主に数えられるに過ぎず、棟札に係る調査研究は、まだ全国的に

その全容が解現されていると言い切れないのが実情である。八幡神

社は伯書地方の一神社に過ぎないが、当社に残る「棟札資料」を通

じて浮彫りとした棟札の形態・内容は1つの典例として、伯替地方

のもつ『棟札文化」を展望する上で示唆に富むものになるだろう。

表1八幡神社所蔵「棟札資料」一覧（形態・寸法〉
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2．八橘神社棟札の形態・内容

2.1「棟札資料」について

八幡神社が所蔵する棟札は51枚になる膨大な数に及ぶ｡これは摂

社・末社の棟札も含んでおり、本稿では分析考察の対象を本社社殿

に限るものとした。すなわち22枚の棟札がそれにあたる。これに加

えて、棟札そのものは現存しないが、その害面を書き写した古文書

が棟札12枚分相当の記録を今に伝える。本積では、現存する棟札

22枚に古文書による棟札の写し12枚分を加えた計34枚分の『棟札

資料jを解読し、棟札の形態・内容について整理分析を行う。
4一 一 一 ー

本穣は、2011年度日本建集学会中国支部研究発表会における発表陰文圧6）に、加篭・銭正を加えたものである。

.‘米子工業高等専門学校助敏・博士（工学）。'Assistant,厩◎長,YonagoNationalCollegeoftechnology,Dヱ駒g・
（〒683-8052鳥敢県米子市彦名町4“8）
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表2八幅神社所顧「棟札資料」一覧（内容）
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図1八幡神社棟札に見る推移（形態・寸法）

2.2八樋神社棟札の寸法・形状圧和

八幡神社｢棟札資料｣の寸法と形状を整理したものが(表1，図1）

である。まず棟札の絶高は、最長197池、最短1175画で、平均す

ると1736.…で比較的大きいものであった圧s)｡廓幅は最長36…、

最短160画､平均2釦.…で、下幅は最長33堕､最短16唾で平均

260画である。材厚は最厚4胸、最薄6画、平均で23.8皿であり、

（図1）により、各種寸法の推移をうかがうと、近代へと推移する

に応じて、棟札が全体的に大きくなる傾向にある。

また、棟札底辺の一隅を意図的に切り欠いた「切欠」を有するも

のが散見出来る｡一部をあえて切り欠くことで魔除けを意味する｢鬼

門切り」とも呼ばれるものである座9)。二の「切欠」が、現存棟札

22枚のうち15枚(約68%)で見られ､このうち左下隅11枚(50%)、

右下隅4枚（約1”であり、全体的に縦長の『切欠jが多く（9

件、約6鰯)、特に幕末以降は、極培な綾長形状となる『切欠角度j

が念になる推移にあった．

焼いて棟札形状は、項部と胴部とで大別し、頂錦は『尖頭型」が

21枚（約9硯)、「平頭型jが1枚（約”であり、「尖頭型」の「尖

頭角度」（頂部角度）は、江戸中期までは10。以下が大半を占める

が、江戸後期以降は最大22.2°にまで及び、急勾配の尖頭形状が強

く表現される傾向にあったことがわかる．また、頂部の一方を表か

ら、他方を裏から斜めに切断し、裏面頂部の尖頭部分のみを左右非

対称とするものも見られた。これも九州北部で類例が伝えられるも

ので圧no)、本稿では『尖頭食違」として整理し、八幡神社棟札では

11枚（5噸でうかがえ、特に正面から見て右側に裏侭の尖頭部が

儲るものが8枚（約3”と多く、時期は江戸時代にほぼ限られて

いた。一方、扇部形状は、肩幅が下幅より大きい「焚斗型jが15

枚（約“、『上下同鱈型」が6枚（約2耐）であった。

2.3『棟札資料』に見る社名表配

「棟札資料」に見る社名表記を（表2）に整理した。推移につい

て棟札に限り傾向を見ると、天正2（1584）年の「八幡大菩画は

神仏混滑の鰭相を、17世紀中（江戸初期）は「塾廟jとそれぞれ伝

える。18世紀半ばから江戸時代中では「八幡太（大）神宮｣、明治

時代以降は『八幡神社jである。江戸初期の「霊廟jは、誉田別尊

（応神天皇）を祭ることに由来し、重廟建築建立が相次いでいた世

相の影審をうかがわせ、江戸から明治以降における『八幡太（大）

神宮」から『八幡神社』への変化もまた、往時の神仏分腫の世相が

反映されており、政治・社会背景の影春によることを伝える。

2.4『捜札資料』に見る■文・座主

続いて願文･願主についてふれる（表2)。願文形式も棟札に限り、

（図2）にその推移をまとめた。20枚（約91%）の棟札で表裏両面

共に墨書きし､『棟札の研究』による分類方法注'1)を下地に､①｢主

文型J:中央に建立主題を大書し、両側に年号、顧主、関係者等を2

行以上に渡り配叙するもので、両傭1行ずつの3行で構成するもの

を特に②『主文型（3行型)」と分ける。③「平文型上右から左へ

と香き流す形式、④『上文型｣：棟札上部に主題を紀し、下部を平文

型と同じく書き流す形式、⑤『単行型」：文を一行に収める形式に5

分類した。表面は「主文型J(9枚、約41勘、それに次いで「主文型

（3行型)」〈5枚、約2鋤が多く、宝暦5（1755）年以降の棟札に

その傾向が強い。また、裏面は「上文型」と『平文型』顔それぞれ

。
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図2八幡神社棟札に見る推移（顧文形式）

7件ずつ（約3鍋）で多く、閲和8（1771）年から明治26（1893）隼

の棟札までが『上文型｣、以降を『平文型jとし、主題の有無がその

鐙風である。平文の箇所に氏子を列配する点は共通しており、これ

が近世までは近廓各村の庄屋、近代以降は県知事に連なるものであ

る｡その顧文における主思表麗は、江戸期の棟札に限られ、表面は

大半が『武運長久｣、顧主はいずれも歴代の鳥取藩主である。なお、

時期的に遡る天正年間の棟札は、天正12（1584）年は毛利家臣の椙

原最盛、天正17（1589）年は豊臣（吉川）広家の名を示す。わずか

5年という極めて短期間において遷宮がなされており、当地域にお

いて政治・社会体鯛の変化があったことを伝える柱､z)。また、裏面

主題は大半を「圃家幸祐」とし、広く生活の平安を祈願する内容で

あった。

2.5r樺札資料』に見るエ事内容の表配と大エ掠梁について

『棟札資料」に見られる工事内容の表記と建設関係者のうち、特

に大工棟梁を（表2，図3）に整理した。工事内容は建立もしくは修

理に大別できるが、その表配は探々であった。すなわち､建立を「築

建」『造栄（柴)』『再建立」『新造営」『再建j『改築」『新築」と表配

し、修理を「修理j「催迩「修栄（柴)」「屋根葺替」と表配する。

しかし、時系列の推移に規則性は見出せず、表記の違いによる傾向

は配め鯉いものであった。

次いで大工棟梁を見る．鳥取県内の棟札にある傾向として、大工

の出身が他国、例えば歯前なら値州、出雲なら霊州のように記し、

地元の場合は配さないという圧”》。それに倣えば、天正17（1589）

年の力石三郎、克永皿（1634）年の野聞三亭尤衛門は地元大工と推

察出来る。蕊く元禄7（1”4）年、正徳5（1715）年、元文3（1738）

年の各棟札に見る渡部伊兵衛は県内他神社棟札でもその名が知られ

る米子の大工一門である。明和8（1771）年棟札以降は、八幡神社

が位歴する馬場村をはじめ、近碑の大工が名を連ねている。18世紀

後半以降はほぼ地元大工で工事を賄えるようになった笹14）と報告

されることと一致する。
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図3八幡神社棟札に見る推移（工事表配）

れは朝廷内における平氏隆盛の契樋となったという源蕊親の乱

(1101～1108年）に蝿を発する、弱体化していた出雲国の掌撞を衝

たに画策したものであったという住'6》。既に平氏の知行国であった

伯香国に加え、出雲国にも平氏勢力が浸透することとなり、治承・

寿永の乱（源平合戦、1180～1185年）ではこのことを裏付けるよう

に伯番・出霊両国共に平氏方に与したことが知られる注'7)。すなわ

ち、出露に敷かれた｢八所八幡宮｣は源頼朝との関連が鹿められず、

八幡神社「棟札資料」が伝える「一圏八社八幡宮jと同一であると

は考え錘い、

3.2出璽の『八社八櫓宮』

島根県内の神社由緒を通覧すると、「八所八幡宮」とは別に「八社

八幡宮｣を散見でき、｢世にこれを出璽八所八幡宮(後には八社八幡）

ともいう」注Q8》などと、半ば同一のものとして混同されているよ

うである。島根県内の神社を網羅した『神圃島根』によって「八社

八幡宮」もしくは像倉時代初頭における源頼朝との関連を伝える神

社由緒を抜粋し、以下に挙げる。

安田八幡宮（島根県安来市伯太町）

…建久七丙辰年“右大将…鐸の上使当国へ下り、八社八幡宮と被定…

南八幡宮《島根県安来市伯太町)：安田八幡宮から分配

…建文七年（一九六）塵靭は上使田槙安房守を遺はし当社を検分させ造営

を命じ建永元年（一二O六）八月遷宮式を行った．

八川八幡宮（島根県臭出璽町八川）

…当社逮久七年丙辰十月十五日相州雛倉観岡八幡宮ヲ勧鴎ス則出震国八社之

内其一社也。…

3．中世伯書・出璽の「八社八幡宮』

3.1『棟札資料』に見る「八社八幡宮」

元文3（1738）年棟札には、八幡神社の社歴が配されており、次

のような記述がなされている。

佐世神社（島根県霊南市大東町）：合併

…境内に賦厘白神八幡宮と称し、由締は建久竿閥源右府輯朝の創立にして出

霊園八所八幅の一つであり、大正八竿十二月本社に合併した。

来次神社（島掻県霊南市木次町）

…誉田別命は建久三年、浬頼朝が出雲漣方に八社を選んで八幡宮を勧餓した

うちの一社で、いわゆる八社八鱈の－つである。・・・…鎮朝将軍公月拭為政道止■デー固八社八幡宮鰯舗王窃然■八幡郷八幡大神宮

自八社之為惣社嬢敬具他年…

八幡宮（島根県鍾南市三刀屋町）

建久竿中右大…靭画の率との口碑也…淑頼覇が鶴岡八幡宮の建立に腺して『一園八社八幡宮｣を勧鮪し、

当社がその捻社であったというものである。鯖国に建立された座lBD

ともいう「一困八社八幡宮」だが、屡往の涜査研究では、未だその

存在が知られるものではないようである。

類似するものとして、隣の出霊園に「八所八幡宮」が知られ、こ

由来八織富（島根県飯南町頓原）

当社は源頼朝の勧鋪した出璽八社八幡宮の第四社である．逮久七牢（一一九

五年）諏頼朝鋲臣田槙安房守に社趣を選定させ、建永元年（一二○六年）に

至って競鮫落成し、時の出璽守瑛佐々木銭済に筑簸させた．



朝山八幡宮（島根臥出璽市松寄下町）

…建久三年には源頓朝観ケ岡神威の厚朴を伐りて八幡大神の神偉八体を造り

出璽国八社八幡宮に奉安せりと云う．世に八社八松宮を鎮朝の餌立などと云

い伝うるは是に依る．

特に『尖頭角度jや「切欠jが急勾配になる傾向にあった。また、

棟札に示された内容も､江戸時代中期頃からは社名表配､願文形式・

内容（主題)、頭主まで共通性が商く、棟札内容の定型化が図られて

いたことがうかがわれた。これは大工棟梁に近隣の大工が名を連ね

るようになるのと軌を一にするものであり、伯書地方における他神

社棟札との比較検証をもってさらなる研究分折を望みたい。

さらに本稿では、山陰両県の各神社由緒を援用しながら、鎌倉幕

府の新政を顕現するものとして、中世伯香・出霊に敷かれた「八社

八幡宮jなる歴史的事象を明るみにし、伯香地方のもつ｢棟札文化』

について賎及をなした。

下庄八幡宮（島授県出璽市下横町）：移築

…口碑に錬れば涼頓靭公荘国に地畷をロかれし時出雲国には八蔚八婚宮を勧

鋪神円邸にも亦八所八幡宮を竃立せられし其の－社にして、今の下横町波美

入六三二番地に相当する地に社殿を創立し下庄八幡宮と弥して崇敬せられ…

このように『八社八幡宮」として伝えられるものは、前述の『八

所八幡宮jとは本質的に蝋鰭を違えていることが明らかである｡『神

園島根』における各神社由緒によるだけでも8社を超えるが、正否

を判断するには難く、本稿では概観するに留めるものとする。

3.3値密の「八社八幅宮」

前出の八幡神社『棟札資料」を握り返りたい。「一園八社八幡宮」

と示されたそれは、同槻に建久年間（1190～1198年）に源頼朝の関

与を伝えるものであった。つまり、先述の出雲における「八社八婚

宮」と同一のものと見徴すべきで、伯香にも「八社八幡宮」が敷か

れていたことを伝えると考えてよいだろう。では、八幡神社の他に

伯香の「八社八櫓宮」がどれだけ伝えられているかを『鳥取県神社

鰭』座'91の神社由緒から以下に示す。

注

注1）米子市扇さん協遜会:断修米子市史第一巻、米子市、2003.3、pp.931

注2）励取照敦育委員会対上財扉甑:鳥取県の近世社寺建鍛一鳥取県近世社寺

逮築緊急国変一、劇取県敏育委員会、1987.3,”15

注3）倖露詐彦:九州壮郎及び園接地に於ける棟札の形趨と材質の研究、日本

建築学会計園系麟文集、第462号、”､157-1“’1”4.8など

注鋤水曝真:棟札の研究．思文闇出版、2”5.7

注5）秋山敬:棟札の基題的研究一主として甲哩国の事例を素材として一、岩

田書院、2010.2

注6）拙稿:鳥取県米子市京八幅:八幡神社の棟札に見る社殿の来歴について、

日本建錆学会中国支部研究報告鍋、第調巻、”.9吟912,2012.3、拙

穣:鳥取県米子市東八個:八案神社の建築的特徴に見る山陰廻方におけ

る八幡神社社殿形式の伝播について、日本遠築学会中国支郎研究報告

鍋、第35懸、pp､913-916，20123

注7）檀札の材賀は杉・桧・鯵の3種で、特に杉材が多く見受けられたが、

断定にまで及び瞳いため麓考からは除くこととした．

注8）鮪掲注3九州北部及び碑接地に於ける棟札の形愈と材質の研究、山崎

友恵ほか3名:北海道における棟札に関する研究、日本建篭学会趣海道

支部研究穏告集､鹿飼､pp.557趣、2010.7では、曲尺1尺2寸を

8等分したうちの盲寸との相関性を検圧し、多く一致しないことが報

告されるが、八幡神社の棟札でも古寸に依らない点は共通する．

注9,注10）前掲注3九州北部及び醒地に於ける棟礼の形態と材質の研究、

pp.lSfr-159

注11）前掲注4櫨札の研究、PP.19

注12）天正17（1記帥年棟札は『奉建立若宮尊社jとある。後の棟札だが、

境内に神宮皇后社や仲哀天皇社が存在してことを伝え、誉田別命（応

神天皇）を類る本社社殿を若富と称したと察する．

注13,注14）鯛掲注2鳥取県の近世社寺建築一鳥取県近世社寺逮錆緊急飼

恋一、”､15～21

注16）伯州相見郡大社八幅富御由所書、八幅神社職、1779米子市史縞さん

協騒会:新修米子市史鰯九巻資料趣近世2､米子市､20腿.3,”､584-585

収載に『…中古右大将頼朝公総倉鶴岡八幡宮御建立之顕、鯖国一ヶ国

二八社之八幡宮逮立之御下知之節、当社再鋤露之由…」とある。

注1⑳東出窓町睦綱さん委貝会綴:東出鍾町跨、東出璽町霊媒、1978L7、

”､1唾，”､1妬など

注17）局取県編:良取県史第2巻、島取県、1973.3島擾県編:島根県史通

史編（－）、臨川香店、1兜8年、なお、因櫓・石見南国は潔氏方に与

したという．

注18）島根県神社庁纏:神園島根、島根県神社庁、1981.4、pp.101南八幡

宮（原典では『八犠宮」と明配）の由緒による．

注19）鳥取県神職会綱；鳥取県神社麓、烏取県神職会、1935

注20)前掲注19鳥取県神社麓によれば因幡国の各神社由緒には『八社八幡

宮』に関わる明紀は見出せず、また、同儀に煎掲注18神園島扱を通

宝しても石見国の各神社では建久竿問（皿”～11”年》に観岡八幡宮

から鋤臆した旨は散見出来るが、麗頗頓の関与や『八社八幡宮』に関

わる瞬麗は見出し鰹しも

園僧神社（鳥取県西伯郡大山町）

…途久二年源銀朝佐々木高鋼をして近園を巡視せしめし時、高綱盆社の由来

を聞き源家長久を殴らしめん為め営社を再還し…

福田正八幡宮（島取県西伯郡南郵町）

創立年代不癖、後鳥羽天皇の御時将軍”朝団々に令して八幡宮を鋪鰯せら

る、曾社も其例なり…

&Jt琳社侭取県日野郡江府町）

創立年代詳ならざれども、菖配に鋤しば往古豊前国字佐官より観舗し、一国

八社八個宮の一社と咽ふ…

伯脅の「八社八幡宮jは、八幡神社を加えて4社でし力把握出来

ないものであった｡神社由緒だけでは正砿に判断し廷く、出霊の『八

社八幡宮」同機にひとまず概観するに留めるものとする。

本稿が主として検睡対象としてきた八幡神社「棟札資料jをはじ

め、他の神社由緒にも伝えられてきたように、「八社八幡宮」が『賭

国」を通じて敷かれていた砿証は乏しいが極2｡,、後世のものではあ

るが、多種多角的な配録・資料の数々が中世伯脅・出雲に「八社八

幡宮」を敷いていた、その事実を浮彫りにし、蟻倉幕府開府閥もな

い建久年岡（11”～11”年）に源頼朝の関与を伝えていた。伯轡・

出璽の両国とも平氏勢力の浸透する地であり、蟻倉幕府薪政権の勢

力拡大を図る祭政一致の策を魔じたものであった可産性を考え得る。

4．まとめ

本穣は、鳥取県米子市東八幡に銃座する八幡神社にあって、多数

の棟札を保有する伯番地方における希有な地域性をよく伝える51

枚の棟札の内、本社社殿に関わる棟札とその写し34枚分の｢棟札資

料」について検旺分析を行ったものである。

その棟札形態・内容は、頂部を『尖頭型｣、胴部を「礎斗型」とし

た左下隅に綾長の「切欠」を伴う、総寓平均1736.9画に及ぶ比較的

大きいものが大部分を占めるものであった｡特にその寸法は、総高．

材厚共に江戸中期頃から大きくなる推移が見られ、江戸後期以降は

。


